
長梅雨の

せいで我が

家の柿の実

はボタボタ

と落下。連

日拾っては

捨て拾っては捨て。とうとう八月半ばには

全滅。無念…。今年はナリ年だったのに。

ウチの柿が大好きなのに（涙）。

そして何故か裏庭のキウイが豊作。植え

てからこれほど

実ったのは初め

てです。

母がせっせと

追熟させて、毎

日食べているようです。

免疫力向上食品と評判らしいので、母な

りの「コロナ対策」の１つなのだとか。

訶梨帝母

カーマホーム

センターで発見

した作業用のガ

ーデンブーツ。

これがなかなか

具合が良くて気に入っています。

前は長靴で水仕事をしていましたが、長

靴は歩きにくく、しゃがみにくいのです。

これなら防水で動きやすく大変便利です。

征阿

「わ～ぃ、やっとお盆が終わった！ 住

職のヤツ、この夏はコロナ封じとかでさん

ざんこき使いやがって！ 地蔵盆で地蔵が

出て行ったテントの中に隠れて涅槃像のふ

りしてお昼寝しようっと。」（佛談）

俊徳丸のお寺の本

堂には、佛菩薩方が避

難休息するテントが設

置されています。佛界

でも「働き方改革」が

囁かれて久しい折。こ

のたび有頂天大臣から俊徳丸が訴えられま

した。その対策として設置されたもようで

す。安上がりにすませたようです。更に

「お昼寝ブッダに会いに行こう！」と山門

の掲示板に書かれていました。 ご存じ

モネの楽しみの万分の一に触れてみたい

と、睡蓮の栽培を始めて３年目です。

今年は 80 リットル入りの桶２つに６鉢

ずつ入れてみました。花付きは上々。

いつの間にかトノサ

マガエルが１匹棲みつ

いたようです。最初は

近づくとボチャッと音

がするだけでしたが、或る日の夕暮れ、目

が合ったのです。「家賃は負けとくからな、

ボウフラを食べてくれよ」 迷走坊

『友引町内会通信』はパソコンやタブレッ

トでもお読みいただけます。検索は

http://www.daigoji-temple.jp/ 「友引町内

会通信」をクリックしてください。寺務局

No.247 2020.09.01発行



平
成
十
二
年
九
月
十
一
日
〜
十
二
日
。
我
が
地

区
で
東
海
豪
雨
な
る
災
害
が
あ
り
ま
し
た
。
ち
ょ

う
ど
二
十
年
前
の
出
来
事
で
す
。

自
坊
は
浸
水
等
の
被
害
も
な
く
、
大
い
に
庭
が

荒
れ
た
程
度
。
し
か
し
私
個
人

的
に
は
手
痛
い
被
害
を
受
け
ま

し
た
。

九
月
十
一
日
、
そ
の
日
は
年
に
一
度
の
社
中
演

奏
会
。
終
演
間
近
の
夕
方
頃
か
ら
猛
烈
な
豪
雨
と

雷
。
終
演
後
の
宴
も
早
々
に
切
り
上
げ
、
電
車
が

不
通
に
な
ら
な
い
う
ち
に
と
っ
と
と
帰
宅
。
「
バ

ケ
ツ
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
様
な
雨
っ
て
こ
う
い
う

こ
と
。
し
か
も
か
な
り
長
時
間
・
・
・
」
と
思
い
、

不
安
な
一
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。

翌
朝
、
東
海
地
区
の
あ
ち
こ
ち
で
浸
水
と
い
う

報
道
。
そ
の
中
に
は
な
ん
と
、
師
匠
の
住
所
も
。

生
徒
間
で
す
ぐ
に
連
絡
を
取
り
合
い
ま
し
た
が
、

師
匠
と
は
全
く
連
絡
が
取
れ
ず
、
繋
が
っ
た
の
は

三
日
後
で
し
た
。
水
が
引
い
た
と
聞
き
、
社
中
総

動
員
で
掃
除
の
手
伝
い
に
行
き
ま
し
た
が
、
稽
古

に
通
う
見
慣
れ
た
景
色
は
、
泥
土
色
に
一
変
し
て

い
ま
し
た
。

 
さ
て
、
私
の
受
け
た
被
害
と
は
。

演
奏
会
の
際
、
三
絃
は
当
日
自
分
た
ち
で
持
ち

帰
り
す
る
の
で
す
が
、
箏
は
楽
器
屋
さ
ん
任
せ
。

最
終
の
申
し
合
わ
せ
後
、
楽
器
屋
さ
ん
に
預
け
、

演
奏
会
終
了
の
後
、
次
回
お
稽
古
に
行
っ
た
際
引

き
上
げ
て
く
る
と
い
う
流
れ
。
そ
う
！
な
ん
と
そ

の
豪
雨
の
晩
、
浸
水
し
た
師
匠
の
家
に
箏
た
ち
は

い
た
の
で
す
。
そ
れ
も
演
奏
会
用
の
一
番
上
等
な

子
が
・
・
・
。
（
涙
）

師
匠
の
話
に
よ
れ
ば
、
近
く
の
川
が

決
壊
し
た
と
聞
き
、
マ
ズ
イ
と
思
い
す

ぐ
に
箏
の
絃
を
全
て
切
っ
た
（
そ
の
ま

ま
水
に
浸
か
っ
た
場
合
、
絃
の
テ
ン
シ

ョ
ン
で
楽
器
自
体
が
反
っ
て
し
ま
う
か

ら
）
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
一
階
が

浸
水
し
て
二
階
へ
上
が
り
、
防
災
ボ
ー
ト
で
救
助

さ
れ
た
、
と
。
我
々
の
楽
器
は

二
日
間
、
泥
と
汚
水
に
浸
か
っ

た
そ
う
で
す
。
「
皆
さ
ん
大
変
な

被
害
を
受
け
て
、
我
々
は
た
か

が
楽
器
で
は
な
い
か
。
師
匠
が

必
死
で
絃
だ
け
切
っ
て
く
れ
て
、
そ
れ
だ
け
で
も

申
し
訳
な
い
。
諸
行
無
常
・
・
・
」
。
と
思
い
つ

つ
、
暫
く
は
か
な
り
凹
ん
で
お
り
ま
し
た
。

数
ヶ
月
後
、
箏
医
の
お
力
で
美
し
い
顔
に
戻
っ

た
我
が
大
切
な
娘
。
し
か
し
、
全
く
元
通
り
と
は

行
か
ず
、
毎
年
そ
の
時
期
に
な
る
と
合
同
稽
古
で

交
わ
さ
れ
る
会
話
は
、

「
ま
た
こ
の
梅
雨
に
虫
が
わ
い
た
〜
」

「
今
年
は
出
て
こ
な
か
っ
た
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
カ

ビ
が
・
・
・
」
だ
の
。
も
う
今
や
風
物
詩
。
笑
い

話
に
し
て
皆
で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。
箏
な
ん

て
木
を
く
り
ぬ
い
て
絃
を
張

っ
た
だ
け
か
と
思
い
き
や
、

意
外
と
デ
リ
ケ
ー
ト
で
し
た
。

幸
い
私
の
楽
器
は
カ
ビ
や
虫
の
後
遺
症
無
し
。

故
に
、
そ
の
話
題
に
な
る
と
声
や
や
小
さ
め
。
弾

く
と
虫
が
出
て
く
る
箏
、
シ
ュ
ー
ル
だ
わ
〜
。

と
こ
ろ
で
、
先
日
、
盆
の
お
墓
参
り
で
市
の
墓

地
に
出
か
け
ま
し
た
際
、
待
機
場
所
の
東
屋
に
蜂

が
巣
を
作
り
か
け
て
い
ま
し
た
。
こ
ん
な
建
物
の

中
に
作
る
な
ん
て
、
こ
の
秋
は
ま
た
大
き
な
台
風

で
も
来
る
の
で
は
、
と
心
配
し
て
お
り
ま
す
。
ご

用
心
。

訶
梨
帝
母
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習近平は良い人デス（汗） 

私は 20 歳代最後の年に西ドイツ

を旅行しました。スパイ映画に出て

くる冷たい日の曇天のような東ベルリンを見てみ

たいのが私の夢でした。今から思うと米ソ冷戦時代

の終末をこれから迎えようとしていた頃です。しか

しそんな大事件が数年後に訪れるなどと世の中の

誰が思っていたことでしょう。 

現地で知り合った男性は奥さんが日本人で日本

語を話すことができる人でした。彼に、「ドイツが

再び一つの国になる日が来ると思いますか？」と尋

ねてみました。すると彼は、「そんな夢のような事、

絶対にあり得ない！」と力を込めて答えたことがと

ても印象に残りました。世界の大きな変動は、案外

静かに前触れもなくやってきて大河の流れのよう

にすべてを飲み込んでいくように、「ベルリンの壁

の崩壊」をテレビで見てそう印象に残りました。 

 

私が生まれて初めて海外旅行を経験したのは 19

歳の時 1979 年の 12 月でした。行先は中国で、暗黒

の時代「文化大革命」が終わって 4 年経過した時で

す。当時の中国は誰もが自由に渡航できず、「佛教

友好団」の一員として参加し、日中友好のために組

まれた小学校等の施設へも否応なしに訪問しなけ

ればなりませんでした。現地の佛教寺院へは崖を含

む山道を１時間以上歩きました。荒れ放題で、お堂

の中の石畳には秋に収穫された豆が一面に干して

あるという有様でした。もちろんお寺としての活動

は全くなされていない状態でした。街中の様子も現

在の中国とは全く似つかないものです。北京でさえ

も自動車など滅多に見ることなく、人民服姿の人が

乗るおびただしい数の自転車が往来していました。 

海外の旅行者は現地の人に接することは全く許

されず、常に当局の通訳と一緒でなければ行動でき

ません。すれ違う人は皆無言で決して目を合わせる

ことはなく、その目線からは測りきれない険しさの

ようなものを感じました。現在のようなけたたまし

く会話している中国の人と比べるととても同じ国

の人とは思えません。他人から何事も悟られまいと

しているその振る舞い。多くの人命をうばった文化

大革命がどれほどのものか想像できます。 

旅行中、北京の公園を歩いていた時に通訳の男性

が話しかけてきました。二人きりです。高倉健さん

似のがっしりした人です。彼は中国ではエリートだ

と思いました。…「３日前に北京の公園の凍った池

での出来事です。小学校の女性教師がスケートの授

業をしていました。すると氷が割れて女の子が池に

落ちました。あっという間に教師の周りに人だかり

が出来て大声で救助に対する報酬の値段交渉が始

まりました。女の子を助ける者は皆無でその交渉の

間に女の子は犠牲になりました。我が国はそういう

人民の集まりなのです。将来隣国のあなた方の「脅

威」になることを決して忘れないでください」と彼

は告げました。この旅行で一番印象に残り、私は生

涯忘れることはないでしょう。 

 

8 月 15 日、原稿の締め切日。お盆が終わり必死

で原稿を書き、これから迷走坊さんにメールで送信

します。ひょっとしたら中国共産党がこのメールを

傍受して、私と迷走坊さんは中国の悪口を書いた罪

で、「国家安全維持法」により犯人引渡し条約のな

い韓国ソウルあたりで数年後に逮捕されるかも知

れません。他人事ではありません。特に「習近平の

大バカ」などと書いたり言わないでください。中国

の「国家最重要機密」らしいですから。 俊徳丸 



『
私
説
法
然
伝
』(

６
８)

往
生
す
る
人
た
ち
④

先
月
号
で
は
比
叡
山
延
暦
寺
と
法
然
上
人
の
当

時
の
立
場
に
つ
い
て
書
き
ま
し
た
。
今
月
号
は
そ

の
続
き
に
つ
い
て
書
き
ま
す
。

【
法
然
上
人
が
吉
水
の
地
に
庵
を
作
ら
れ
た
根
本

的
な
理
由
は
完
全
に
不
明
で
あ
る
し
、
ど
の
よ
う

な
形
で
生
活
を
成
り
立
た
せ
て
い
た
の
か
も
不
明

で
は
あ
る
。
状
況
か
ら
推
測
す
る
と
、
権
門
と
い

う
「
総
合
商
社
」
か
ら
「
給
与
所
得
」
を
得
る
と

い
う
事
は
な
く
、
や
は
り
自
活
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
「
肩
書
」
は
そ
の
ま
ま
で
あ
っ

た
。
こ
れ
が
今
後
の
法
然
上
人
の
人
生
並
び
に
法

然
上
人
門
下
の
人
々
の
事
を
考
え
る
上
で
重
要
な

点
と
な
る
。

こ
こ
で
一
度
法
然
上
人
が
比
叡
山
延
暦
寺
を
降

り
ら
れ
た
後
の
足
跡
を
振
り
か
え
る
と
、

承

安

じ
よ
う
あ
ん

五
年(

一
一
七
五
年)

法
然
上
人
四
十
三
歳
の
時
に

黒
谷
か
ら
西
山
広
谷(

現
在
の
総
本
山
光
明
寺)

へ

移
り
、
高
橋
茂
右
衛
門
と
再
会
し
、
遊
蓮
房
と
念

佛
の
日
々
を
送
ら
れ
る
。
治
承
元
年(

一
一
七
七

年)

に
遊
蓮
房
が
往
生
し
、
そ
の
後
吉
水
の
地
へ
と

移
り
住
む
。
そ
し
て
戦
乱
と
飢
饉
と
大
火
と
疫
病

と
地
震
の
時
代
へ
と
突
入
し
て
い
く
。
混
乱
期
は

建

久

元
年(

一
一
九
〇
年)

法
然
上
人
五
十
八
歳

け
ん
き
ゆ
う

の
時
ま
で
続
く
の
で
あ
る
。

治
承
元
年
か
ら
建
久
元
年
ま
で
の
お
お
よ
そ
十

三
年
間
は
、
念
佛
の
日
々
で
あ
る
と
同
時
に
、
法

然
上
人
が
世
間
的
に
そ
の
認
知
を
広
め
ら
れ
た
年

月
で
も
あ
っ
た
。
具
体
的
に
何
を
さ
れ
て
い
た
の

か
と
い
う
資
料
は
少
な
い
が
、
伝
記
に
法
然
上
人

の
言
葉
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
木
曽
義

仲
の
京
都
乱
入
の
日
以
外
は
「

聖

教

」
を
観
る

し
よ
う
ぎ
よ
う

日
々
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
研

究
活
動
と
言
え
る
日
々
で
あ
っ
た
と
も
伺
え
る
の

で
あ
る
。
経
典
を
読
む
、
つ
ま
り
読
誦
す
る
と
は

ど
く
じ
ゅ

話
さ
れ
て
い
な
い
。
法
然
上
人
に
と
っ
て
聖
教
と

は
何
か
と
い
う
事
に
な
る
が
、
伝
記
な
ど
で
の
法

然
上
人
の
言
葉
か
ら
推
察
す
る
に
、
広
く
佛
典
全

般
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
状
況
か
ら
考
え
て
い

く
と
、
お
そ
ら
く
は
本
願
念
佛
と
い
う
も
の
を
体

系
的
に
、
ま
た
は
学
問
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
で
は
な
ぜ
そ
う
す
る
必

要
が
有
っ
た
の
か
？
と
い
う
疑
問
点
が
浮
か
び
上

が
る
。
単
純
に
信
仰
生
活
と
い
う
点
で
考
え
れ
ば
、

お
念
佛
だ
け
の
日
々
で
良
い
わ
け
で
あ
る
が
、
聖

教
を
読
む
と
い
う
行
為
に
は
意
味
が
あ
っ
た
と
考

え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
意
味
は
法
然
上
人
が
治じ

承

元
年
以
後
に
ど
の
よ
う
な
人
々
と
ど
の
よ
う

し
よ
う

な
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
の
か
を
観
て
い
く
と
、

そ
の
意
味
の
輪
郭
が
浮
か
び
上
が
る
の
で
は
な
い

で
あ
ろ
う
か
。】

法
然
上
人
の
謎
の
一
つ
が
吉
水
の
地
を
選
ば
れ

た
理
由
で
す
。
こ
れ
は
本
当
に
誰
も
明
確
に
理
由

が
わ
か
ら
な
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
法
然
上
人
に

と
っ
て
は
吉
水
の
地
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
法
然
上
人
の
生
ま
れ
故
郷
に
ど
こ

と
な
く
似
た
雰
囲
気
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い

か
？
と
手
前
勝
手
に
考
え
た
事
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
ば
か
り
は
タ
イ
ム
マ
シ
ー
ン
で
も
な
い
と
わ

か
り
ま
せ
ん
。

以
下
次
号
に
続
く
（
征
阿)
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この夏の宿題には悩まされ

た。新型コロナウィスル第２

波と熱中症への対策等々。ま

だ正解が見つかりません。

どのお寺も、一人でも多くの参詣者がある

ことを有り難いと思っています。ただ今年の

盆施餓鬼では、コロナ感染症対策のために、
ぼん せ が き

一家でお参りいただく人数に制限を設けたり

接触の時間を減らすなど、多くのお寺が様々

な対策を余儀なくされました。参詣者もマス

ク着用。しかし僧侶もマスクでは、お経の声

が通りにくい。改良の余地ありです。

来年の夏までコロナ禍が続くことを想定す

ると、昔からのやり方へ戻すことは難しい。

新しい法式で伝統行事を守る工夫が要ります。

棚経参りは一定期間に全ての檀家さんのお

宅を訪問しなければなりません。

goo 天気のデータによりますと、東京、大

阪、名古屋の３大都市では 50年前に比べて最

高気温が４度以上上昇しています。地球温暖

化に加えて、ヒートアイランド現象が影響し

ているからです。最高気温が毎年上がり続け

る中で何も考えずに同じように棚経参りを続

けていては、道端で倒れて干からびる僧侶が

続出することでしょう。

トヨタ自動車の「カイゼン」のように、問

題を「見える化」し、みんなで改善策を考え

る。そうして伝統行事を守りたいものです。

コロナ禍については他にも宿題があります。

１つは経済的衰退です。余り報道されませ

んが、お寺も減収の直撃を受けています。

我が宗では、お勤めの中で「四弘誓願」と
し ぐ せいがん

いう偈文を称えます。その最後の２行は、

「自他法界同利益 共 生 極楽 成 佛道」
じ た ほうかいどう り やく ぐ しようごくらくじようぶつどう

（貴方も私も佛さまから同じようにご利益を
り やく

いただいています。ですから共に極楽に往生

して佛道に励みましょう）

お布施を差し出す側と受け取る側がお互い

に拝み合う関係がまだお寺には残っています。

そこが商取引とは違う点です。

２つ目は心の衰弱です。「餓鬼の心」が表へ

現れる哀しい結果を招いています。見えない、

よく解らないウィルスへの怖れ。「死」を身近

に感じさせ不安をあおる報道。それらに連日

接していると、エゴが膨らみ差別的な言動が

現れてきました。医療関係者や感染者への偏

見は、俺さえ良ければという餓鬼の心です。

「自粛警察」と呼ばれる人たちは、本人は正

義のつもりでも、バランス感覚の欠如です。

お寺へ金策に来られても困りますが、佛さ

まの前へ坐って「ホッ」とする時間をお持ち

になりませんか。お医者さんでどうにもなら

なくなったら、坊

さんの出番です。

「世の中から求められる存在に生まれ変わ

る」これがポストコロナのお寺の最重要課題

です。正解したお寺だけが 2040年（３～４割

のお寺が消滅すると予想される年）まで存続

しているでしょう。 迷走坊
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続
・
観
経
物
語(

１
５)

観
経
要
讚(

十
四)

如
来
は
こ
ゝ
に
も
彼
處
に
も

あ
し
こ

お

在

さ
ぬ
處
な
か
り
け
り

ま
し
ま

領

解
の
胸
の
ひ
ら
け
な
ば

り
よ
う

げ

影
は
直
ち
に
宿
る
な
り
。

た
だ

こ
の
観
経
で
は
、
韋
提
希
夫
人
が
釈
尊
に
よ
っ

て
欣

浄

縁
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
極
楽
浄
土
の
姿

ご
ん
じ
よ
う
え
ん

を
見
せ
ら
れ
た
そ
の
ま
ま
を
、
未
来
の
衆
生=
凡

夫
に
も
、
同
じ
よ
う
に
観
る
手
立
て(

方
法)

を
、

十
六
の
観
法
と
し
て
、
縷
々
説
き
、
語
ら
れ
て
い

る

る

ま
す
。
韋
提
希
夫
人
自
身
は
、
欣
浄
縁
と
い
う
場

⌈

面
で
は

光
台
現
国
」
と
い
っ
て
浄
土
の
全
体
像

こ
う
だ
い
げ
ん
こ
く

を
見
て
お
り
、
先
月
号
の
「
華
座
観
」
で
は
、

け

ざ

か
ん

「

住

立

空

中

」
の
三
尊
と
し
て
、
佛
の
お

じ
ゆ
う
り
ゆ
う
く
う
ち
ゆ
う

姿
を
拝
ん
で
い
ま
す(

い
づ
れ
も
佛
力
に
よ
る)

。

未
来
の
衆
生
の
た
め
の
「
説
」
と
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
に
浄
土
の
国
土
の
有
り
様
が
説
か
れ
、
先
月

号
で
は
佛
を
観
察
す
る
方
法
の
第
一
歩
と
し
て
、

佛
が
座
し
て
居
わ
す
「
華
座
」
の
観
法
が
説
か
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
ま
す
ま
す
「
華
座
」
の
上
に
座

し
た
ま
う
阿
弥
陀
佛
を
観
想
す
る
事
に
な
り
ま
し

た
。
で
は
、
未
来
の
衆
生
、
つ
ま
り
は
凡
夫
が
一

心
に
思
い
を
致
し
た
と
し
て
、
阿
弥
陀
佛
の
形
や

像
を
想
い
描
く
こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ
う
か
。
こ

れ
に
つ
い
て
経
で
は
「
汝
ら
よ
、
心
、
佛
を
想
う

時
、
こ
の
心
、
す
な
わ
ち
こ
れ
、
三

十

二
相
八

さ
ん
じ
ゆ
う

に

そ
う
は
ち

十

随

形

好
な
れ
ば
こ
の
心
、
佛
と
な
り(

作

じ
ゆ
う
ず
い
ぎ
よ
う
こ
う

り)

、
こ
の
心
、
佛
な
り
。
～
か
の
佛
を
想
わ
ん

者
、
ま
ず
、
ま
さ
に
像
を
想
う
べ
し
」
と
あ
り
、

凡
夫
で
あ
っ
て
も
、
三
十
二
相
八
十
随
形
好
と
い

う
佛
の
お
姿
の
特
徴
を
表
し
た
決
ま
り
ご
と
に
添

っ
て
佛
を
想
う
時
「
心
眼
、
開
く
こ
と
を
得
て

～
」
と
あ
り
、
佛
の
仮
の
形
像
、
す
な
わ
ち
佛
像

を
想
い
み
れ
ば
「
も
し
合
す
る
こ
と
あ
ら
ば
、
名

づ
け
て
、
粗
想
に
極
楽
世
界
を
見
る
と
す
」
と
し

て
「
生
死
の
罪
を
徐
き
、
現
身
の
中
に
お
い
て
、

念
佛
三
昧
を
得
ん
」
と
あ
っ
て
、
雑
念
の
ま
ま
思

い
描
け
ば
そ
の
ま
ま
佛
と
一
体
に
な
り
、
罪
は
除

か
れ
現
身
の
ま
ま
南
無
阿
弥
陀
佛
の
念
佛
と
な
れ

ま
し
た
。
凡
夫
の
一
念
と
阿
弥
陀
佛
が
一
に
な
り

得
て
三
の
境
地
に
至
る
の
で
し
ょ
う
か
。
経
で
は

「
も
ろ
も
ろ
の
佛
、
如
来
は
こ
れ
法
界
身
に
し
て
、

一
切
衆
生
の
心
想
の
中
に
入
り
た
ま
う
～
心
、
佛

を
想
う
と
き
、
こ
の
心
、
す
な
わ
ち
こ
れ
～
佛
を

作
り
、
こ
の
心
、
こ
れ
佛
な
り
」
と
述
べ
、
佛
や

如
来
は
も
と
も
と
姿
や
形
も
な
く
て
あ
ら
ゆ
る
も

の
や
事
象
に
内
在
す
る
真
理
そ
の
も
の
で
あ
る
か

ら
、
一
切
の
衆
生
の
心
の
中
に
入
り
込
ん
で
存
在

し
て
い
る
の
で
あ
り
、
人
の
心
が
佛
と
な
り
、
人

の
心
が
そ
の
ま
ま
佛
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
凡
夫

が
佛
を
思
う
と
き
、
そ
の
心
が
そ
の
ま
ま
に
佛
の

特
徴
を
備
え
て
お
り
、
佛
そ
の
も
の
で
あ
る
の
で
、

人
が
阿
弥
陀
佛
を
思
う
と
き
佛
も
人
を
思
い
出
現

さ
れ
る
の
で
す
。
観
経
要
讃
で
は
、
阿
弥
陀
佛
は

そ
こ
か
し
こ
、
つ
ま
り
人
々
の
心
中
に
入
り
た
ま

う
か
ら
、
人
が
領
解
の
心
、
他
力
の
信
心
を
え
た

な
ら
ば
、
影
す
な
わ
ち
阿
弥
陀
佛
は
心
に
宿
り
、

南
無
阿
弥
陀
に
な
る
と
、
こ
の
第
八
形
像
観
を
ま

と
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

《
妙
星
斎
》
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